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1． はじめに 

準 天 頂 衛 星 シ ス テ ム QZSS (Quasi Zenith 
Satellites System) は日本の衛星測位システムであ

り，現在「みちびき」１機による試験運用中で

ある．準天頂衛星は準天頂軌道により日本の上

空に高仰角で約 8 時間滞在する．天頂付近を通過

するため山やビルに影響されず全国をカバーで

きる測位サービスの提供が可能である．QZSS は

GPS (Global Positioning System) が使用できない場

合に対応する GPS 補完と，精密な補正信号の送

信による GPS 補強の 2 つが目的とされている． 
さらに東日本大震災を契機に災害時にも対応で

きるメッセージ通信機能がミッションに追加さ

れ，上記 3 つを目的に運用される．これら 3 ミッ

ションに対応した衛星を，今後 4 機以上打ち上げ，

アジア・オセアニア地域を 24 時間カバーする予

定である[1]．このメッセージ通信機能をターゲ

ットとして，地上系インフラ網を補完するため

に，通信機能を用いたロケーション・ショート

メッセージ双方向通信システムが提案されてい

る[2]．これにより被災時に位置情報とメッセー

ジを送受信できることで素早い安否確認が可能

となる．静止衛星と比べ高仰角な準天頂衛星を

用いることで，周囲の状況に影響されにくく，

高精度な測位情報の送信が期待されている．本

論文では，GPS と QZSS の信号を同時に受信し，

GPS 単独の場合 (以下 GPS)，ならびに GPS に 
QZSS を加えた場合 (以下 GPS+QZSS) の位置捕捉

精度の比較検証を行ったので報告する． 
 

2． 実験方法 
測定は富山高専射水キャンパスグラウンド上

で実施した．測定には PDA (Personal Digital 
Assistant) 端末，SPAC から提供の GPS 及び準天

頂衛星受信機を使用した．PDA 端末に SPAC 製

受信機を接続しモニタリングソフトとして，ア

イサンテクノロジー社製の QZS Prove Tool (�Ⅲ) 
を用いて測定を行った．得られたログデータを

Bluetooth 経由でパーソナルコンピュータ側に送

信 し 保 存 す る ． GPS で は GPGGA (Global 
Positioning System Fix Data) 項，GPS+QZSS では
GNGNS (Global Navigation Satellite System GNSS 
Fix Data) 項[3]を用いて緯度，経度，ジオイド高

を取り出し座標変換後 xy 軸上にプロットした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
準天頂衛星が高仰角 (70 度以上) にいる時間帯

に測位を行い 1 秒ごとに記録した．なお，補強信

号である L1-SAIF 補強信号は使用せず L1 C/A の

みとした． 
 
3． 結果・考察 
図 1 に GPS，図 2 に GPS+QZSS の位置捕捉結

果を示す．本報告における基準点は GPGGA，

GNGNS 項の 1 行目の緯度及び経度としている．

測定時間は約 10 分間である．GPS+QZSS の方が

GPS と比較し，基準点からの広がりが小さいこ

とがわかる． 
 

図 1 測定場所 (射水キャンパスグラウンド) 

図 2 測定機器 
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図 1 GPS 単独測位 
 

 
図 2  GPS+QZSS 測位 

 
表 1 に GPS 及び GPS+QZSS の標準偏差を示す．

測 定 時 間 は 約 2 時 間 で あ る ． 表 1 よ り

GPS+QZSS 測位の偏差は GPS 単独測位と比較し

X 方向で約 1/3,Y 方向で約 1/2 と小さい数値とな

り，準天頂衛星による位置測位精度の向上が確

認できる． 
表 2 に準天頂衛星が捕捉衛星数の平均値と

HDOP (Horizontal Dilution of Precision) の平均値を

示す．HDOP は衛星の幾何学的配置を指数化した

指標で，水平面での位置精度劣化度を示す． 
GPS+QZSS 測位の方が平均捕捉衛星数において 1
機多い結果となり，また GPS+QZSS 測位の方が

HDOP の値が小さい結果となった。捕捉衛星数が

増えることで HDOP が GPS よりも値が小さく良

好になったと考えられる． 
 

 
表 1      標準偏差 

標準偏差 X 方向 Y 方向 
GPS 0.2655 0.5743 

GPS+QZSS 0.0845 0.2352 
 

表 2 捕捉衛星数と HDOP の平均 
 捕捉衛星数 HDOP 

GPS 10.5816 1.09295 
GPS+QZSS 11.5728 1.04485 

 
4． まとめ 

GPS+QZSS 測位は GPS 単独測位と比較し位置

捕捉精度の標準偏差に関して X 方向で約 1/3,Y 方

向で約 1/2 と測位精度が向上することがわかった．

これは，GPS に準天頂衛星が１機追加され．そ

の結果として HDOP が良好になっていると考え

られる．QZSS の目的の一つである GPS 補完が達

成できている結果が得られた．今後準天頂衛星

が増えることで高精度の位置捕捉が可能な時間

帯が増えることが期待できる． 
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